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巻巻頭頭言言  
  

「「生生活活」」をを支支援援すするる作作業業療療法法  
  

山山倉倉  宏宏美美＊＊11，，22  
                                                                                         

＊＊11  ででききじじまま訪訪問問看看護護スステテーーシショョンン  

＊＊22  新新潟潟県県作作業業療療法法士士会会  事事務務局局長長  
 
 

作作業業療療法法士士ととししててのの私私のの歴歴史史 

私が作業療法士となり，気づくとだいぶ長い時間

が経ちました．振り返ると，ここまで来るには悩む

ことも多く，「私は作業療法士に向いてない．辞めた

方がいいのでは．」と常に考えている時期もありまし

た．ですが，ある時期から全くそのようなことを思

わなくなりました．その一つのきっかけが，「生活行

為向上マネジメント：MTDLP」を学んだことでした．
日本作業療法士協会がMTDLPの開発・普及に取り
組み始めてから割と早い時期に，協会主催の

MTDLP研修に参加する機会がありました．もう 10
年以上も前のことですが，作業療法士の頭の中が「見

える化」できる情報共有ツールであるMTDLPを学
び，「私の考え方は間違ってないんだ．これでいいん

だ．」と感じたことを今でも覚えています．少しずつ

自分自身に自信が持てるようになったのもこの頃か

らだったように思います． 
 

よよりり具具体体的的なな「「生生活活目目標標」」  

そこからは，対象者の「生活行為」，「生活」，「人

生」を特に意識し，作業療法を進めることができる

ようになりました．私は，病院や老健での勤務を経

て，現在は訪問看護ステーションで訪問による作業

療法の業務に従事していますが，対象者の生活の場

に直接入りこませていただく訪問の作業療法では，

対象者それぞれの「生活」を把握し，より具体的な

「生活目標」を立案することが特に重要だと感じて

います．具体的な「生活目標」を立案し，ご本人・ 

 
 
ご家族・他職種と共有し，合意形成を行ったうえで

「合意した目標」を決定することは非常に難しいこ

とで日々悩まされています．ですが，それと同時に，

作業療法士の腕の見せどころだとも感じています． 
 

実実際際のの臨臨床床場場面面でで……  

以前私が担当したご利用者の話です．当初，当事

業所の看護師だけが訪問サービスを提供しており，

療養支援をしていました．体調が整い始め，「外出」

に対する希望が聞かれるようになったところでセニ

アカー導入の話が出ました．しかも介護度が低かっ

たため，レンタルではなく購入するとのこと．看護

師はその話に違和感を感じ，作業療法士である私の

介入を提案してくれ，訪問が始まりました．訪問を

開始し，ご利用者の望む「外出」について評価を進

めると，「近所の公民館」や「友人とのランチ」，「10
㎞ほど離れた店舗への買い物」等，様々な場所と様々

な目的での「外出」の希望が確認できました．そこ

からご本人の心身機能に合わせた移動方法の提案と

動作練習を行うことで，先に述べた複数の「外出」

を実行することができるようになり，ご本人の望む

「生活」を再獲得することができました．もちろん

セニアカーの導入はしていません．条件付きではあ

りましたが，元々行っていた自動車の運転も再開す

ることができ，このことは特に喜ばれていました．

このご利用者ですが，なぜセニアカーの話が出たの

か，私は未だに納得できません．疾患や加齢の影響

で移動が困難になったことに対し安易に提案された

のでしょうか．私は，このご利用者に初めて会った

時から，全くセニアカーの発想は出てきませんでし
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たが…．根本に評価不足があるのですが，個々の価

値観の違い・固定概念というものが関係していたよ

うに思えてなりません． 
 

「「生生活活」」ををととららええるるこことと  

近年，「D＆I（Diversity＆Inclusion）：多様性と受
容性」という言葉をよく耳にします．ある時，東京

都立大学 人間健康科学研究科 作業療法科学域の石
橋裕准教授の書かれた記事を目にする機会があり，

ハッとしました．内容は「D＆Iは作業療法の原点で
あり核でもある」といったものです．我々作業療法

士が対象者それぞれの「生活」に対しより良い支援

をするためには，多様な「人生」の在り方を認め受

け入れる必要があるということです．日本は，戦後

から 100年も経たない間に，生活様式，食文化，家
族の在り方，働き方等，あらゆるものが大きく変わ

ってきました．作業療法士が対象とする方々はこの

変化の中で生きており，「生活」，「人生」に対する考

え方も多種多様です．「人の生活にいかに興味を持つ

ことができるか」，「人の人生をどう感じることが

できるか」，「いかに相手の立場に立って考えられる

か」を考えながら作業療法は展開されているはずで

すが，私はこの年になり，やっと多種多様な「生活」

を感じとれるようになってきたと思えるようになり

ました．そして，良い意味で人の「人生」が面白い

と思えるようになってきています．日々の業務で，

うまくいかないことや悩むこともありますが，この

面白さを感じることで私は作業療法を続けることが

できているとつくづく感じています． 
 

最最後後にに  

「生活」を支援することは作業療法士にとってあ

たりまえのことですが，多様性社会といわれる現代

で，「生活」を支援することは難しくなってきている

ように感じます．危機感を感じることすらあります．

作業療法士として，対象者一人一人が望む「生活」

を送ることができるよう，しっかり支援していきた

いものですよね．みなさんは「生活」の支援，でき

ていますか？ 

新潟県作業療法士会学術誌  第 19巻 ○－○頁（2025年 1月） 
 
特特集集  

精精神神分分野野推推進進委委員員会会のの６６年年のの歩歩みみとと今今後後のの展展望望  

  

宗宗村村  恵恵介介＊＊11  菊菊入入  恵恵一一＊＊22  渡渡邉邉  篤篤＊＊33  橋橋爪爪  卓卓＊＊22  門門脇脇  高高＊＊44  

  
    ＊＊11  佐佐潟潟公公園園病病院院      ＊＊22  田田宮宮病病院院  
＊＊33  関関病病院院              ＊＊44  黒黒川川病病院院  

  
  
１１．．ははじじめめにに  

2018 年度に新潟県作業療法士会にて精神領域の
作業療法及び作業療法士の賦活という命を受け，立

ち上げられた精神分野推進委員会（以下，本委員会）

は今年度で 7年目を迎える．本稿では本委員会が立
ち上げられた目的やこれまでの経緯として本委員会

の活動の振り返りを行った上で，今後の活動の方向

性を明示し，精神領域に携わる新潟県作業療法士会

の会員の活動指針となるような意味を込めて執筆す

る.また本稿は日頃の委員会業務を担当している 5
名の理事・委員の共著という形で振り返りを行い，

これまでの活動をまとめた．精神科領域にて働く作

業療法士もそれ以外の領域で働く作業療法士もよろ

しければご一読いただき，これまでの活動をご一緒

に振り返っていただけると幸いである． 
 
２２．．精精神神分分野野推推進進委委員員会会発発足足ままででのの経経緯緯  
士会は 2012 年頃から，地域包括ケアシステムへ

の参画を主軸に据え，公益的な活動が活発化した．

しかしその一方では，会員向け研修は縮小傾向とな

り，各障害領域に分かれていた研修委員会は解散を

迎えることになった．これは，外部活動への人材と

財源投入を目的とした必要な対応であった．当時，

精神分野では県の事業における研修企画チームに参

加していたこともあり，県士会事業部の中に「精神

分野地域移行研修委員会」が設置された．この委員

会は，長期入院者の地域移行支援に関する研修会を

行政や市町村，福祉・医療の職能団体（医師，看護

師，精神保健福祉士など）と連携して企画・運営し，

県の事業委託を受けながら進めてきた．この研修会

では，作業療法の役割や退院支援に携わる作業療法

士の活動を伝えることで，作業療法士の社会的認知

を高め，職種としての活用を促進する機会となった．

2018年には，国が「精神障害にも対応した地域包括
ケアシステム」を打ち出し，精神分野における地域

包括ケアシステム（以下，にも包括）の構築が市町

村単位で進められることになった．このため，多く

の精神分野の作業療法士が参画する必要が生じた．

しかし，県内の作業療法士間の交流は年々希薄化し

ており，研修会の頻度減少や SIGによる勉強会の終
了がその要因とされる．また，県学会での精神分野

の発表数も減少し，課題となっていた．こうした状

況を受け，2018年度には「精神科を盛り上げてほし
い」という会長方針のもと，公益的活動と会員向け

活動の両立を目指す「精神分野推進委員会」が発足

した． 
 
３３．．精精神神分分野野推推進進委委員員会会のの目目的的 

 本委員会の目的は，「社会に求められる作業療法士

の育成」であった．具体的には，国が打ち出したに

も包括への関与と寄与，県が行う自立支援協議会精

神部門の参加，そして県事業への協力，市町村にお

いては自立支援協議会（地域移行・就労に関する活

動）への参加が挙げられる．本委員会の目的は，様々

なレベルで実施される社会的活動へ参加できる作業

療法士の育成であり，「先行している OTと共に参加
することで仲間を増やす」ことを目指した．そして，

県内の各施設にこれらの動向を広めるため，情報交

換会を実施し協力を求めた．また，会員に対しては，

SIGによる勉強会を企画・運営し，各施設を超えた
ネットワークの構築と技術向上を目指した．さらに

本委員会では 2018 年度に 4 カ年計画（図 1）を打
ち立て，目指す姿を共有し取り組んだ． 
この活動計画の結果について達成された内容と

して「SIGの発足と定着」「各病院の見学会の実施」
「精神科 OT研修（妙技研修）」「臨床実習指導者 40
名以上」「情報交換会 10 施設以上の参加」であり，
未達成のものとしては「認定 OT3名以上」「学会発
表 7題以上」「研究サポートシステム」であった．こ
のように，複数年にわたる活動計画を立てて取り組 
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たが…．根本に評価不足があるのですが，個々の価

値観の違い・固定概念というものが関係していたよ

うに思えてなりません． 
 

「「生生活活」」ををととららええるるこことと  

近年，「D＆I（Diversity＆Inclusion）：多様性と受
容性」という言葉をよく耳にします．ある時，東京

都立大学 人間健康科学研究科 作業療法科学域の石
橋裕准教授の書かれた記事を目にする機会があり，

ハッとしました．内容は「D＆Iは作業療法の原点で
あり核でもある」といったものです．我々作業療法

士が対象者それぞれの「生活」に対しより良い支援

をするためには，多様な「人生」の在り方を認め受

け入れる必要があるということです．日本は，戦後

から 100年も経たない間に，生活様式，食文化，家
族の在り方，働き方等，あらゆるものが大きく変わ

ってきました．作業療法士が対象とする方々はこの

変化の中で生きており，「生活」，「人生」に対する考

え方も多種多様です．「人の生活にいかに興味を持つ

ことができるか」，「人の人生をどう感じることが

できるか」，「いかに相手の立場に立って考えられる

か」を考えながら作業療法は展開されているはずで

すが，私はこの年になり，やっと多種多様な「生活」

を感じとれるようになってきたと思えるようになり

ました．そして，良い意味で人の「人生」が面白い

と思えるようになってきています．日々の業務で，

うまくいかないことや悩むこともありますが，この

面白さを感じることで私は作業療法を続けることが

できているとつくづく感じています． 
 

最最後後にに  

「生活」を支援することは作業療法士にとってあ

たりまえのことですが，多様性社会といわれる現代

で，「生活」を支援することは難しくなってきている

ように感じます．危機感を感じることすらあります．

作業療法士として，対象者一人一人が望む「生活」

を送ることができるよう，しっかり支援していきた

いものですよね．みなさんは「生活」の支援，でき

ていますか？ 
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特特集集  

精精神神分分野野推推進進委委員員会会のの６６年年のの歩歩みみとと今今後後のの展展望望  
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１１．．ははじじめめにに  

2018 年度に新潟県作業療法士会にて精神領域の
作業療法及び作業療法士の賦活という命を受け，立

ち上げられた精神分野推進委員会（以下，本委員会）

は今年度で 7年目を迎える．本稿では本委員会が立
ち上げられた目的やこれまでの経緯として本委員会

の活動の振り返りを行った上で，今後の活動の方向

性を明示し，精神領域に携わる新潟県作業療法士会

の会員の活動指針となるような意味を込めて執筆す

る.また本稿は日頃の委員会業務を担当している 5
名の理事・委員の共著という形で振り返りを行い，

これまでの活動をまとめた．精神科領域にて働く作

業療法士もそれ以外の領域で働く作業療法士もよろ

しければご一読いただき，これまでの活動をご一緒

に振り返っていただけると幸いである． 
 
２２．．精精神神分分野野推推進進委委員員会会発発足足ままででのの経経緯緯  
士会は 2012 年頃から，地域包括ケアシステムへ

の参画を主軸に据え，公益的な活動が活発化した．

しかしその一方では，会員向け研修は縮小傾向とな

り，各障害領域に分かれていた研修委員会は解散を

迎えることになった．これは，外部活動への人材と

財源投入を目的とした必要な対応であった．当時，

精神分野では県の事業における研修企画チームに参

加していたこともあり，県士会事業部の中に「精神

分野地域移行研修委員会」が設置された．この委員

会は，長期入院者の地域移行支援に関する研修会を

行政や市町村，福祉・医療の職能団体（医師，看護

師，精神保健福祉士など）と連携して企画・運営し，

県の事業委託を受けながら進めてきた．この研修会

では，作業療法の役割や退院支援に携わる作業療法

士の活動を伝えることで，作業療法士の社会的認知

を高め，職種としての活用を促進する機会となった．

2018年には，国が「精神障害にも対応した地域包括
ケアシステム」を打ち出し，精神分野における地域

包括ケアシステム（以下，にも包括）の構築が市町

村単位で進められることになった．このため，多く

の精神分野の作業療法士が参画する必要が生じた．

しかし，県内の作業療法士間の交流は年々希薄化し

ており，研修会の頻度減少や SIGによる勉強会の終
了がその要因とされる．また，県学会での精神分野

の発表数も減少し，課題となっていた．こうした状

況を受け，2018年度には「精神科を盛り上げてほし
い」という会長方針のもと，公益的活動と会員向け

活動の両立を目指す「精神分野推進委員会」が発足

した． 
 
３３．．精精神神分分野野推推進進委委員員会会のの目目的的 

 本委員会の目的は，「社会に求められる作業療法士

の育成」であった．具体的には，国が打ち出したに

も包括への関与と寄与，県が行う自立支援協議会精

神部門の参加，そして県事業への協力，市町村にお

いては自立支援協議会（地域移行・就労に関する活

動）への参加が挙げられる．本委員会の目的は，様々

なレベルで実施される社会的活動へ参加できる作業

療法士の育成であり，「先行している OTと共に参加
することで仲間を増やす」ことを目指した．そして，

県内の各施設にこれらの動向を広めるため，情報交

換会を実施し協力を求めた．また，会員に対しては，

SIGによる勉強会を企画・運営し，各施設を超えた
ネットワークの構築と技術向上を目指した．さらに

本委員会では 2018 年度に 4 カ年計画（図 1）を打
ち立て，目指す姿を共有し取り組んだ． 
この活動計画の結果について達成された内容と

して「SIGの発足と定着」「各病院の見学会の実施」
「精神科 OT研修（妙技研修）」「臨床実習指導者 40
名以上」「情報交換会 10 施設以上の参加」であり，
未達成のものとしては「認定 OT3名以上」「学会発
表 7題以上」「研究サポートシステム」であった．こ
のように，複数年にわたる活動計画を立てて取り組 
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んだ委員会は珍しく，特に SIGの創設と継続は，非 
常に意義深い取り組みであったと考える． 
 
４４．．ここれれままででのの取取りり組組みみ（（表表 11））  
本委員会のこれまでの取り組みを表 1にまとめて

いる．ここでは，主な 3つの活動について報告する． 
 
１１））治治療療構構造造見見学学会会（（現現精精神神科科作作業業療療法法見見学学交交流流会会））

ににつついいてて  
本委員会では 2019年度に「学びの場」「つながれ

る場」を目的として，実際に他の病院に足を運び，

見学し，作業療法の紹介を聞くことができる治療構

造見学会（以下，見学会）を企画した．第 1回は新
潟会場で，9 月 7 日（土）に佐潟公園病院（当時は
佐潟荘）で開催され，委員・当日委員を含め 16名が
参加した．第 2回は長岡会場で，10月 5日（土）に
田宮病院で開催され，第 1回の参加者を大きく超え
る，26名の参加があった．各会場共にオリエンテー
ションとして施設概要と作業療法の紹介を 1時間程
度聞いた後に 2～3 グループに分かれ施設見学をし
た．見学中には参加者に付箋を持ってもらい，見学

中に感じた疑問等を書き込んでいってもらい，全て

の質問に回答することができた．作業療法の紹介で 
 

 
 
 
は活動の目的と実際の取り組みについての紹介がな

され，イメージしやすいものとなったと感じている．

そして，自分の病院でも取りいれてみようと感じて

いただける内容となったのではないかと思う．また，

当院での取り組みを客観的に見てもらうことで活動

の在り方や考えた方等，多くの事を学ばせて頂いた．

その後，グループワークを 1時間行ない，見学に関
する内容や日々の臨床の悩みについての議論が活発

に行われた．アンケート結果からもほとんどの参加

者から「大変良かった」との肯定的な意見を多く頂

くことができ，次年度以降の開催にも大きな手ごた

えを感じていた．  
 活動の活性化が予感される最中，新型コロナウイ

ルス感染症の拡大に伴いこれまで当然のように行え

ていた社会全体活動や人同士の交流は分断され，停

滞してしまった．もれなく我々が数年がかりで取り

組んでいた交流会も当然のことではあるが数年間開

催できない状態であった．しかし，新型コロナウイ

ルス感染症が 5 類に引き下げられたことを受け，
2024年度には名称を「精神科作業療法見学交流会」
と改め，活動を再開することができた．以前は本委

員会所属委員の委員が勤務する病院での開催が続い

ていたが，委員外の病院に見学を依頼し，第 3回は
8月 24日（土）に新潟信愛病院で開催した．内容は 

図 1 精神分野推進委員会 4ヵ年計画 
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表１ 精神分野推進委員会のこれまでの取り組み 
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以前同様，オリエンテーションと各病棟の特色のあ

る作業療法の紹介の紹介や OT室や体育館や外来な
どの見学を実施し，そのグループワークでは，テー

マごとに各議題について議論を行った．参加者は委

員を含め 15 名とコロナ禍前のような参加者数とは
ならなかったが，以前と比べて他の領域の作業療法

士の参加が多く見られた．これも入院患者層の高齢

化・多様化を背景に認知症やフレイルを心身に抱え

た方々を対象者とする機会や場面が多いことまずは

背景として存在しているため，精神科領域の作業療

法を見学することで対象者との関わり方やアクティ

ビティなど日頃の臨床活動への取り組みのヒントを

得たいと考えたことが一つの要因であると考える．

また当研修会だけではないとは思われるが，2024年
の現在，士会で取り組んでいる「新入会者 3年未満
の会員は研修会参加費無料」という制度を使用して

の比較的経験の浅い他領域の参加者が「学びの場」

として活用されている様子も見られた．次年度以降

も交流会を通して精神科領域の作業療法士の横のつ

ながりの拡大と精神科作業療法士のスキルアップ，

また他領域の作業療法士との交流も新たな目的とし

て開催を継続していければと考えている． 
 
２２））ククリリニニカカルルリリーーズズニニンンググ研研修修会会  

2021年度は新型コロナウイルス感染症の影響で，
対面での研修の開催が困難となり，Zoom を利用し

ての Web 研修への変更を余儀なくされた．そんな
中，新たに大学の先生を委員に迎え，「学びの場」を

目的とした，「クリニカルリーズニング研修会」を企

画した．第 1 回は 2022 年 1 月 29 日（土）に開催
し，委員を含め 29名と多くの方々の参加があった．
クリニカルリーズニングの講義を 40 分聞いた後，
ケースを用いた個人ワークを行ない，最後にはグル

ープワークで共有をした．作業療法士が介入の際に

常に実践している問題解決のプロセスを科学的・物

語的・実際的・相互交流的・倫理的の 5つの視点か
ら分かりやすく講義をしていただき，参加者の方か

らも好評を頂けた．実際にケースを使って 5つの視
点から考えてもらうことで自分の長所や弱点に気づ

くことができたとの声も多く挙がっていた．多くの

参加者から自分自身には科学的リーズニングが足り

ていないとの声が多く，精神科作業療法士全体の弱

みも見えた研修会となった． 
第 2回は「精神科ステップアップ研修会」と名称

を変更し，2023年 2月 4日（土）に開催した．委員
を含め 20 名が参加し，第 1 回の参加者とは顔ぶれ
が大きく変わったが，前回のリーズニング研修会の

続編として講義を振り返り，田宮病院で実際に使っ

ているリーズニングシート（以下，シート）を用い

た個人ワークを行った．続いてリーズニングの効果

的なまとめ方について，委員の 2名がそれぞれシー
トを使用して行ったリーズニングの内容を紹介した．

また，2 人の共通するリーズニングや独自の観点か
らのリーズニングをキーワードとして抽出し，それ

を元にリーズニングのまとめ方を解説した．他者と

自分のリーズにングを比較することで，リーズニン

グの理解がより深まったのではないかと感じている．

その後は，情報提供のコツとしてカンファレンス等

の情報提供の場でのリーズニングの活用法を紹介し

た．現在・過去・未来といった１点で対象者を視る

のではなく，3 つの点をバランスよく視て，線で対
象者を視ることの重要性を解説した．また情報提供

の際に相手がどのような情報が欲しいのかを考え，

情報提供する事が大事だと伝えた．最後には臨床実

習時の学生指導での使いどころとコツを紹介した．

実習指導では頭を悩ませる考察の書き方をシートを

使って解説した．第 2回の研修ではリーズニングの
幅広い活用方法を提示できた研修会となった．アン

ケートでは，実際の臨床場面での活用方法がイメー

ジしやすかったとの声を多くいただくことができた． 
2023 年度にはマインドフルネス作業療法の研修

を開催し，2024 年度には精神科 MTDLP の研修の
開催を予定している．本委員会では過去の研修会の

アンケート結果を参考に精神科作業療法士が今何を

学びたいのかを考え，毎年研修会を企画している．

今後も，一人でも多くの参加者が集まり，多くの参

加者に満足頂ける研修会を目指し，「学びの場」とし

て精神科ステップアップ研修会を開催していく． 
 
３３））ににもも包包括括へへのの派派遣遣事事業業  
わが国の地域精神保健医療福祉は，入院医療中心

から地域生活中心となっている．にも包括は，市町

村単位で実施され，精神障害の有無や程度に関係な

く，その人らしく地域でより長く安心した暮らしが

継続できるよう，行政や保健・医療・福祉関係者だ

けでなく，当事者や家族，支援者，事業者など地域

全体で包括的に支えていくシステムである．そして，

ただ生活する，就労するだけでなく，「その人らしい」

生活のため，生活地域内で必要な時と場所に相談と

支援が受けられるシステム作りが進められている． 
県下では，にも包括協議に従事する作業療法士の

数や参加の機会は，依然として限られている．本委

員会としては，2022年度より，にも包括の概要や流
れなど基礎的なテーマを研修会等に組み込み，会員

の皆様へ情報提供を行ってきた．そして，2022年 12
月に開催された第 2回新潟県リハビリテーション学
術研修会で，「精神障害者にも対応した地域包括ケア

システムの構築～協議の場で見えた作業療法士の役

割～」としてセミナーを実施した．また，同年には，

にも包括事業で作業療法士の立場として専門アドバ
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イザーに従事されている門脇氏・菊入氏の協力を得

て，にも包括協議の場へ本委員会の派遣事業を開始

している．派遣は，2022年 8月，12月，2023年 2
月の計 3回実施し，その内容は研修会にて活動報告
を行い，にも包括に作業療法士が加わる重要性も伝

達した． 
にも包括の協議の場は，大きく分け２つの型があ

る．「事例検討型」は，自市町村の対象者の地域移行

について検討をする．「地域アセスメント検討型」は，

自市町村の課題を明らかにして，地域での包括的な

ケアの仕組みを作ることを目的とする．どちらの協

議の場も「ひと」「作業」「環境」についての検討が

行われ，作業療法の強みが発揮される場となってい

る．また，対症療法的対応やただ生活する，就労す

るのでなく，ひとと作業の繋がりや環境に着目する

作業療法の視点が，地域で浸透し通常化する事は，

地域全体で心身的な健康や幸福感に繋がることにも

なる． 
これらのことから，現在にも包括の協議の場に関

わる機会はまだ限られているが，作業療法士がにも

包括に加わる意義や，協議の場での役割があること

が分かる．協議の場へ参加だけでなく，精神領域の

対象者が地域移行を行う際に，院外からの助言要請

や提案，また協議の場への参加などを発信する機会

は増加していく事が予想される．会員の皆様には，

必要とされた際に対応が出来るよう，様々な外部情

報への意識化と個人・職場での日常的研鑽やカンフ

ァレンスなど院内で発信する機会の有効活用を行っ

て頂きたい．また，業務と研鑽で日々忙しいと思う

が，本委員会の行う研修会，その他企画，SIGの場
を有効に活用し，研鑽や情報収集・共有の場として

頂きたい．そして，多くの作業療法士が関わる事が

望まれている精神科領域での地域支援の場へ一歩を

踏み出して頂きたい． 
 
５５．．SSIIGGににつついいてて  
ここでは，本委員会が立ち上げた SIG（Special 

Interest Group）について紹介する．本委員会は，
この先の精神科作業療法分野の発展を持続的なもの

にすることを目指し，2019 年度から新たに SIG を
設立した．この SIGは，新潟県内の精神科作業療法
士の繋がりを強化し，分野の発展を目指す意味を込

めて，「精神科 OTネットワーク@新潟」（以下，OT
ネット）と命名された． 

OTネットの最初の役割は，SNSを活用した精神
科作業療法士同士のネットワークの構築であった．

私たちは，オンラインで気軽に相談や情報交換がで

きる場として，BAND というアプリを採用した．
BANDでは，電子カルテで使用する指示箋のフォー

マットに関する質問や，カラオケの道具に関する情

報交換，作業療法業務の運営や日々の活動に関連し

た議論，研修会情報の共有など，幅広いテーマで情

報がやりとりされている．OT ネットは，日々の業
務で感じる疑問や困りごとを気軽に相談・共有でき

る場を提供し，相互にサポートし合う環境を整えて

いる．積極的に活用することで，より良い実践へと

つなげていくことが期待される． 
2022年度には，各病院で実施されているアクティ

ビティを紹介する場として，オンラインによる勉強

会が企画された．この勉強会では，5 施設からアク
ティビティの紹介が行われ，内容は対象・実施方法・

治療的意義に加え，参加者が各施設で導入できるよ

うアクティビティの準備方法まで詳しく説明された．

参加者からは，自身の病院でも導入したいとの声が

多く上がり，話題提供者からも，自分のアクティビ

ティを改めてまとめることは有意義だったとの意見

が寄せられた． 
2023年度には，OTネット登録者から希望があっ

たテーマに基づいて勉強会を開催した．これまでに

依存症の作業療法や身体機能に働きかける作業療法

など，4 つのテーマで勉強会が行われ，参加者から
は「新たな評価法を学べた」「アーカイブ配信がある

ので気軽に学習できた」といった感想が寄せられて

いる． 
そして，2024年度は臨床の質向上と治療者同士の

横のつながりを強化するため，事例検討会を開催す

ることとなった．事例検討は Zoomを用いたオンラ
イン形式で行われ，第 1回目は 7月に実施され，13
名が参加した．参加者同士の話し合いやスーパービ

ジョンを通じて，多くの新しい発見があったと報告

されている．事例検討会は今年度，全 3回が予定さ
れており，より多くの作業療法士の参加してもらう

よう呼び掛けたい． 
OTネットは，氏名，所属，連絡先となるメールア

ドレスを当団体のメールアドレスに送付することで

登録可能である．加入条件は新潟県作業療法士会に

入会していることであり，年会費は徴収されない．

気軽に参加できる会であるため，皆で新潟県内の精

神科作業療法を盛り上げていくことを目指している． 
 
６６．．今今後後のの展展望望  
精神科領域では 2004 年に「精神保健医療福祉の

改革ビジョン」が示されて以降，「入院医療中心から

地域生活中心へ」とのスローガンの下，これまで医

療・保健・福祉など様々な領域にて精神障害者のケ

アや支援が行われてきた．筆者達を含む精神科領域

で働く作業療法士の多くは精神科病院という場で働

いている現状だと考えるが，それから 20 年が経過
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以前同様，オリエンテーションと各病棟の特色のあ

る作業療法の紹介の紹介や OT室や体育館や外来な
どの見学を実施し，そのグループワークでは，テー

マごとに各議題について議論を行った．参加者は委

員を含め 15 名とコロナ禍前のような参加者数とは
ならなかったが，以前と比べて他の領域の作業療法

士の参加が多く見られた．これも入院患者層の高齢

化・多様化を背景に認知症やフレイルを心身に抱え

た方々を対象者とする機会や場面が多いことまずは

背景として存在しているため，精神科領域の作業療

法を見学することで対象者との関わり方やアクティ

ビティなど日頃の臨床活動への取り組みのヒントを

得たいと考えたことが一つの要因であると考える．

また当研修会だけではないとは思われるが，2024年
の現在，士会で取り組んでいる「新入会者 3年未満
の会員は研修会参加費無料」という制度を使用して

の比較的経験の浅い他領域の参加者が「学びの場」

として活用されている様子も見られた．次年度以降

も交流会を通して精神科領域の作業療法士の横のつ

ながりの拡大と精神科作業療法士のスキルアップ，

また他領域の作業療法士との交流も新たな目的とし

て開催を継続していければと考えている． 
 
２２））ククリリニニカカルルリリーーズズニニンンググ研研修修会会  

2021年度は新型コロナウイルス感染症の影響で，
対面での研修の開催が困難となり，Zoom を利用し

ての Web 研修への変更を余儀なくされた．そんな
中，新たに大学の先生を委員に迎え，「学びの場」を

目的とした，「クリニカルリーズニング研修会」を企

画した．第 1 回は 2022 年 1 月 29 日（土）に開催
し，委員を含め 29名と多くの方々の参加があった．
クリニカルリーズニングの講義を 40 分聞いた後，
ケースを用いた個人ワークを行ない，最後にはグル

ープワークで共有をした．作業療法士が介入の際に

常に実践している問題解決のプロセスを科学的・物

語的・実際的・相互交流的・倫理的の 5つの視点か
ら分かりやすく講義をしていただき，参加者の方か

らも好評を頂けた．実際にケースを使って 5つの視
点から考えてもらうことで自分の長所や弱点に気づ

くことができたとの声も多く挙がっていた．多くの

参加者から自分自身には科学的リーズニングが足り

ていないとの声が多く，精神科作業療法士全体の弱

みも見えた研修会となった． 
第 2回は「精神科ステップアップ研修会」と名称

を変更し，2023年 2月 4日（土）に開催した．委員
を含め 20 名が参加し，第 1 回の参加者とは顔ぶれ
が大きく変わったが，前回のリーズニング研修会の

続編として講義を振り返り，田宮病院で実際に使っ

ているリーズニングシート（以下，シート）を用い

た個人ワークを行った．続いてリーズニングの効果

的なまとめ方について，委員の 2名がそれぞれシー
トを使用して行ったリーズニングの内容を紹介した．

また，2 人の共通するリーズニングや独自の観点か
らのリーズニングをキーワードとして抽出し，それ

を元にリーズニングのまとめ方を解説した．他者と

自分のリーズにングを比較することで，リーズニン

グの理解がより深まったのではないかと感じている．

その後は，情報提供のコツとしてカンファレンス等

の情報提供の場でのリーズニングの活用法を紹介し

た．現在・過去・未来といった１点で対象者を視る

のではなく，3 つの点をバランスよく視て，線で対
象者を視ることの重要性を解説した．また情報提供

の際に相手がどのような情報が欲しいのかを考え，

情報提供する事が大事だと伝えた．最後には臨床実

習時の学生指導での使いどころとコツを紹介した．

実習指導では頭を悩ませる考察の書き方をシートを

使って解説した．第 2回の研修ではリーズニングの
幅広い活用方法を提示できた研修会となった．アン

ケートでは，実際の臨床場面での活用方法がイメー

ジしやすかったとの声を多くいただくことができた． 
2023 年度にはマインドフルネス作業療法の研修

を開催し，2024 年度には精神科 MTDLP の研修の
開催を予定している．本委員会では過去の研修会の

アンケート結果を参考に精神科作業療法士が今何を

学びたいのかを考え，毎年研修会を企画している．

今後も，一人でも多くの参加者が集まり，多くの参

加者に満足頂ける研修会を目指し，「学びの場」とし

て精神科ステップアップ研修会を開催していく． 
 
３３））ににもも包包括括へへのの派派遣遣事事業業  
わが国の地域精神保健医療福祉は，入院医療中心

から地域生活中心となっている．にも包括は，市町

村単位で実施され，精神障害の有無や程度に関係な

く，その人らしく地域でより長く安心した暮らしが

継続できるよう，行政や保健・医療・福祉関係者だ

けでなく，当事者や家族，支援者，事業者など地域

全体で包括的に支えていくシステムである．そして，

ただ生活する，就労するだけでなく，「その人らしい」

生活のため，生活地域内で必要な時と場所に相談と

支援が受けられるシステム作りが進められている． 
県下では，にも包括協議に従事する作業療法士の

数や参加の機会は，依然として限られている．本委

員会としては，2022年度より，にも包括の概要や流
れなど基礎的なテーマを研修会等に組み込み，会員

の皆様へ情報提供を行ってきた．そして，2022年 12
月に開催された第 2回新潟県リハビリテーション学
術研修会で，「精神障害者にも対応した地域包括ケア

システムの構築～協議の場で見えた作業療法士の役

割～」としてセミナーを実施した．また，同年には，

にも包括事業で作業療法士の立場として専門アドバ
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イザーに従事されている門脇氏・菊入氏の協力を得

て，にも包括協議の場へ本委員会の派遣事業を開始

している．派遣は，2022年 8月，12月，2023年 2
月の計 3回実施し，その内容は研修会にて活動報告
を行い，にも包括に作業療法士が加わる重要性も伝

達した． 
にも包括の協議の場は，大きく分け２つの型があ

る．「事例検討型」は，自市町村の対象者の地域移行

について検討をする．「地域アセスメント検討型」は，

自市町村の課題を明らかにして，地域での包括的な

ケアの仕組みを作ることを目的とする．どちらの協

議の場も「ひと」「作業」「環境」についての検討が

行われ，作業療法の強みが発揮される場となってい

る．また，対症療法的対応やただ生活する，就労す

るのでなく，ひとと作業の繋がりや環境に着目する

作業療法の視点が，地域で浸透し通常化する事は，

地域全体で心身的な健康や幸福感に繋がることにも

なる． 
これらのことから，現在にも包括の協議の場に関

わる機会はまだ限られているが，作業療法士がにも

包括に加わる意義や，協議の場での役割があること

が分かる．協議の場へ参加だけでなく，精神領域の

対象者が地域移行を行う際に，院外からの助言要請

や提案，また協議の場への参加などを発信する機会

は増加していく事が予想される．会員の皆様には，

必要とされた際に対応が出来るよう，様々な外部情

報への意識化と個人・職場での日常的研鑽やカンフ

ァレンスなど院内で発信する機会の有効活用を行っ

て頂きたい．また，業務と研鑽で日々忙しいと思う

が，本委員会の行う研修会，その他企画，SIGの場
を有効に活用し，研鑽や情報収集・共有の場として

頂きたい．そして，多くの作業療法士が関わる事が

望まれている精神科領域での地域支援の場へ一歩を

踏み出して頂きたい． 
 
５５．．SSIIGGににつついいてて  
ここでは，本委員会が立ち上げた SIG（Special 

Interest Group）について紹介する．本委員会は，
この先の精神科作業療法分野の発展を持続的なもの

にすることを目指し，2019 年度から新たに SIG を
設立した．この SIGは，新潟県内の精神科作業療法
士の繋がりを強化し，分野の発展を目指す意味を込

めて，「精神科 OTネットワーク@新潟」（以下，OT
ネット）と命名された． 

OTネットの最初の役割は，SNSを活用した精神
科作業療法士同士のネットワークの構築であった．

私たちは，オンラインで気軽に相談や情報交換がで

きる場として，BAND というアプリを採用した．
BANDでは，電子カルテで使用する指示箋のフォー

マットに関する質問や，カラオケの道具に関する情

報交換，作業療法業務の運営や日々の活動に関連し

た議論，研修会情報の共有など，幅広いテーマで情

報がやりとりされている．OT ネットは，日々の業
務で感じる疑問や困りごとを気軽に相談・共有でき

る場を提供し，相互にサポートし合う環境を整えて

いる．積極的に活用することで，より良い実践へと

つなげていくことが期待される． 
2022年度には，各病院で実施されているアクティ

ビティを紹介する場として，オンラインによる勉強

会が企画された．この勉強会では，5 施設からアク
ティビティの紹介が行われ，内容は対象・実施方法・

治療的意義に加え，参加者が各施設で導入できるよ

うアクティビティの準備方法まで詳しく説明された．

参加者からは，自身の病院でも導入したいとの声が

多く上がり，話題提供者からも，自分のアクティビ

ティを改めてまとめることは有意義だったとの意見

が寄せられた． 
2023年度には，OTネット登録者から希望があっ

たテーマに基づいて勉強会を開催した．これまでに

依存症の作業療法や身体機能に働きかける作業療法

など，4 つのテーマで勉強会が行われ，参加者から
は「新たな評価法を学べた」「アーカイブ配信がある

ので気軽に学習できた」といった感想が寄せられて

いる． 
そして，2024年度は臨床の質向上と治療者同士の

横のつながりを強化するため，事例検討会を開催す

ることとなった．事例検討は Zoomを用いたオンラ
イン形式で行われ，第 1回目は 7月に実施され，13
名が参加した．参加者同士の話し合いやスーパービ

ジョンを通じて，多くの新しい発見があったと報告

されている．事例検討会は今年度，全 3回が予定さ
れており，より多くの作業療法士の参加してもらう

よう呼び掛けたい． 
OTネットは，氏名，所属，連絡先となるメールア

ドレスを当団体のメールアドレスに送付することで

登録可能である．加入条件は新潟県作業療法士会に

入会していることであり，年会費は徴収されない．

気軽に参加できる会であるため，皆で新潟県内の精

神科作業療法を盛り上げていくことを目指している． 
 
６６．．今今後後のの展展望望  
精神科領域では 2004 年に「精神保健医療福祉の

改革ビジョン」が示されて以降，「入院医療中心から

地域生活中心へ」とのスローガンの下，これまで医

療・保健・福祉など様々な領域にて精神障害者のケ

アや支援が行われてきた．筆者達を含む精神科領域

で働く作業療法士の多くは精神科病院という場で働

いている現状だと考えるが，それから 20 年が経過
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したものの，我々はその与えられた課題に対して周

囲から期待されていたような十分なケアや支援が展

開できただろうか．何がどの程度足りていないかに

ついてはそれぞれがご意見はあるとは考えるが，私

の肌感覚ではまだ十分とは言えないと感じている．

旧態依然であろうとする流れにもがきながら立ち，

一歩ずつ歩を進めたような感覚ではあるが，個人的

にはとにかくまだまだ歩みを進めなくてはならない

と感じている． 
前進するために重要だと感じているキーワード

は「精神科の作業療法士の強化と変化」である．「強

化」については我々がこれまでやってきていたこと

や本来作業療法が持っている強みを「さらに強く太

くする」必要性を感じている．具体的には研修会や

事例検討の実践などにより対象者を読み解く力をさ

らに磨きをかけ，得られた対象者像に対して作業を

媒介に働きかけを行う力をつけていくことが重要で

あると考えられる． 
一方「変化」に対しであるが，精神科の領域でも

地域での生活支援や刑務所などの司法領域での支援

についてはまだ先人達が懸命に道を拓いている最中

であると言える．移ろう時代背景の中で我々作業療

法士に求められる役割にも変化する部分は少なくな

いと言える状況下で我々作業療法士が変化すること

を恐れてはいけないのではないだろうか． 
今後，我々作業療法士を取り巻く医療・保健・福

祉などの領域では少子高齢化，国の社会保障費の問

題から，時流に沿った質の高い医療・介護・福祉サ

ービスには適切な対価が診療報酬・介護報酬などと

いう対価で支払われる一方，明確なアウトカムの見

えない支援やサービスに対しては見直しが図られて

いるということは会員の皆様も自身の肌感覚で感じ

ていることであろう.  
その中でより質の高い，そして時代に必要とされ

る精神科の作業療法について共に学び，共に考え，

共に乗り越えていく同じ志を持つ作業療法士とつな

がることができる，そんな環境が先述の通りここ新

潟県にも整いつつあると言える．あとは皆さんがそ

の一歩を踏み出し，その環境に身を置くかどうかで

あると言えるのではないだろうか．ぜひその一歩を

踏み出していただき，繋がることを恐れずに仲間と

して共に前進できることを心待ちにしている． 
 
７７．．謝謝辞辞 

この度，精神分野推進委員会のこれまでの活動に

対し振り返りを行う機会と，会員の皆様に対してそ

の活動をご報告する機会を頂戴し，委員会活動に従

事した担当理事・委員を代表し，感謝を申し上げる． 
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投投稿稿承承諾諾書書  
 
下記の論文を「新潟県作業療法士会学術誌」に投稿いたします．なお，本論文は他誌に掲載済みのもの

ではなく，掲載予定もありません．また，貴誌に掲載後，本論文の著作権は新潟県作業療法士会に帰属す

ることを承諾いたします． 
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倫倫理理チチェェッッククリリスストト  

 
このチェックリストは投稿された論文が倫理的な要請項目をどの程度満たしているかを編集委員会が把握するため

に作成されたものです．各問いについてあてはまる項目のいずれかに☑をつけていただき，投稿論文とともにe-mail添
付して新潟県作業療法士会学術誌編集委員会（gakujutushibu@gmail.com）までお送りください． 
 
11．．所所属属ままたたはは関関連連機機関関にに倫倫理理委委員員会会ががああるる場場合合，，研研究究をを行行ううににああたたりりそそのの承承認認をを得得ままししたたかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
22．．実実験験やや調調査査にに先先立立ちち被被験験者者ああるるいいはは代代諾諾者者にに文文書書をを使使っってて説説明明しし，，文文書書ままたたはは口口頭頭（（22 名名以以上上でで確確認認とと署署名名））にによよ
るるイインンフフォォーームムドド・・ココンンセセンントトをを得得ままししたたかか  

 
（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 

 
33．．代代諾諾者者かかららイインンフフォォーームムドド・・ココンンセセンントト得得るる場場合合，，被被験験者者ががイインンフフォォーームムドド・・ココンンセセンントトをを与与ええるるここととががででききなないい
とといいうう判判断断はは客客観観的的ににななさされれままししたたかか．．ままたた，，被被験験者者のの当当該該研研究究へへのの参参加加がが必必要要不不可可欠欠なな理理由由おおよよびび代代諾諾者者のの選選定定

方方針針はは明明確確にに定定めめらられれままししたたかか  
  

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
44．．個個人人情情報報のの収収集集はは研研究究にに必必要要ななももののののみみにに限限らられれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
55．．個個人人情情報報はは外外部部へへのの漏漏洩洩ががなないいよよううにに厳厳重重にに管管理理さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
66．．被被験験者者やや周周囲囲のの人人々々，，ああるるいいはは団団体体・・組組織織名名がが特特定定ででききるる情情報報はは匿匿名名化化さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
77．．論論文文はは著著者者自自身身にによよるるオオリリジジナナルルのの論論文文でですすかか（（オオリリジジナナルルのの論論文文ととはは他他所所にに投投稿稿中中ででなないい，，ままたたはは公公刊刊さされれてていい
なないい論論文文をを指指ししまますす．．デデーータタのの再再分分析析がが含含ままれれるるななどど密密接接にに関関連連すするる論論文文ががああるる場場合合ははそそのの論論文文もも併併せせてておお送送りりくく

だだささいい））  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
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99．．執執筆筆者者がが連連名名ででああるる場場合合，，投投稿稿承承諾諾にに関関すするる全全員員のの署署名名をを得得てていいまますすかか（（投投稿稿承承諾諾書書にに執執筆筆者者全全員員のの署署名名ををおお願願いい
いいたたししまますす））  

 
（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 

 
1100．．他他者者がが作作成成ししたた材材料料ややププロロググララムムをを用用いいたた場場合合，，そそののソソーーススはは示示さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
1111．．不不適適切切なな用用語語やや表表現現ははあありりまませせんんかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
1122．．研研究究のの着着想想やや実実施施ににああたたっってて参参照照ししたた先先行行研研究究やや類類似似のの研研究究はは，，適適切切にに引引用用さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
1133．．論論文文ななどどでで発発表表さされれてていいるる図図表表やや文文章章ののかかななりりのの部部分分ををそそののまままま利利用用すするる場場合合，，著著作作権権者者かからら利利用用のの許許可可をを得得てていい

るるここととがが明明記記さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
1144．．研研究究ののたためめのの補補助助金金をを提提供供ししたた組組織織ににつついいてて論論文文中中にに明明記記さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
1155．．すすででにに雑雑誌誌やや書書籍籍にに発発表表ししたた論論文文とと同同じじ内内容容のの原原稿稿がが投投稿稿さされれてていいまませせんんかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
 
 
 
筆筆頭頭著著者者氏氏名名：                             
 
論論文文題題名名：                               
 
記記入入年年月月日日：                              
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88．．執執筆筆者者がが連連名名ででああるる場場合合，，そそのの順順序序はは貢貢献献度度をを適適切切にに反反映映ししてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
99．．執執筆筆者者がが連連名名ででああるる場場合合，，投投稿稿承承諾諾にに関関すするる全全員員のの署署名名をを得得てていいまますすかか（（投投稿稿承承諾諾書書にに執執筆筆者者全全員員のの署署名名ををおお願願いい
いいたたししまますす））  

 
（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 

 
1100．．他他者者がが作作成成ししたた材材料料ややププロロググララムムをを用用いいたた場場合合，，そそののソソーーススはは示示さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
1111．．不不適適切切なな用用語語やや表表現現ははあありりまませせんんかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
1122．．研研究究のの着着想想やや実実施施ににああたたっってて参参照照ししたた先先行行研研究究やや類類似似のの研研究究はは，，適適切切にに引引用用さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
1133．．論論文文ななどどでで発発表表さされれてていいるる図図表表やや文文章章ののかかななりりのの部部分分ををそそののまままま利利用用すするる場場合合，，著著作作権権者者かからら利利用用のの許許可可をを得得てていい

るるここととがが明明記記さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
1144．．研研究究ののたためめのの補補助助金金をを提提供供ししたた組組織織ににつついいてて論論文文中中にに明明記記さされれてていいまますすかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
1155．．すすででにに雑雑誌誌やや書書籍籍にに発発表表ししたた論論文文とと同同じじ内内容容のの原原稿稿がが投投稿稿さされれてていいまませせんんかか  
 

（ □はい  ・ □いいえ  ・ □該当せず  ） 
 
 
 
 
筆筆頭頭著著者者氏氏名名：                             
 
論論文文題題名名：                               
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